
　近年、硫化水素 (H2S) が、血管拡張や細胞保護、インスリン分泌や神経伝達調節など様々な生理活性を示すことが明らかにされ、
一酸化窒素 (NO) や一酸化炭素 (CO) に続く重要なシグナル分子として注目されています。硫化水素は、NO や CO と同様にガス状
分子として認知されていますが、そのpKaは約7であり生理的pHでは80%程度が硫化水素イオン (HS-) の状態で存在します。また、
硫化水素イオンは、生体内で様々な結合形態や構造をとるため、その作用機序の詳細に関して未だ不明であり硫化水素を中心とし
た硫黄の生体内機能の解明が待ち望まれています。
　Monobromobimane を用いた分析法は、最も高感度で汎用性の高い硫化水素検出法として利用されています。Monobromobimane
は、チオール特異的蛍光ラベル化剤であり、硫化水素 1 分子に対し、2 分子の Bimane が結合した化合物 (Sulfide dibimane) を生成
します (Fig. 1)。Sulfide dibimane は、monobromobimane がグルタチオンやシステインなどのチオール化合物と反応した bimane
化合物との HPLC 分離が可能であり、また生成した化合物が蛍光を有するため、蛍光検出による高感度分析ができます。最近では、
Sulfide dibimane(S34) と質量分析装置 （MS） を併用することでさらなる高感度化と高選択性を達成した方法が報告され、硫化水素
だけではなく、SH 基を有する種々の生体物質の詳細な解析法として確立されつつあります。

HPLC および MASS による測定

- SulfoBiotics - Sulfide dibimane
- SulfoBiotics - Sulfide dibimane(S34)

1. 硫化水素イオン定量のための標準物質
2. HPLC 及び MASS に適用可能
3. 標準物質の合成が不要

Sulfide dibimane [Code: SB15]
C20H22N2O4S　分子量：414.14

Sulfide dibimane(S34) [Code: SB16]
C20H22N2O4S　分子量：416.14
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（測定例 Fig. 4 を参照）

サンプル中の Sulfide dibimane
の蛍光強度を検量線に当てはめ
硫化水素イオン濃度を算出

（測定例 Fig. 3 を参照）
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Fig. 2 HPLC による検量線例 Fig. 4 MASS 解析例Fig. 3 HPLC 解析例
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- SulfoBiotics - Sulfide dibimane
品名 容量 メーカーコード

- SulfoBiotics - Sulfide dibimane(S34)

10 nmol x 5 SB15

10 nmol x 5 SB16

Fig. 1 Monobromobimane と硫化水素の反応

Sulfide dibimane(S34) [Code: SB16]


